
　　　　

令和６ 年 4 月 1 日

平日 10 時 30 分から 17 時 30 分まで

土・長期休み 10 時 0 分から 16 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等 サイエンス実験、車イスサッカー大会参加、スクスポ、親子レク、地域のイベントへの出店・製作販売、夏の水遊び、夏祭り、年末大掃除、避難訓練、各イベントごとのお楽しみ会

家族支援

環境や状況等に左右される児童の変化や成長について、具体的な支援方法や関

わり方を共有し、共通理解を促すとともに、保護者の不安（兄弟児含めて）な

どにも寄り添い対応している。保護者会にて保護者同士の交流を図っている

移行支援

大きくステージが変わる小学校入学に向けて、基本的生活スキルを中心

にスケジュールにあわせて動く、座位を保持して集中する、集団活動・

指示に従う等、特性にあわせた支援を行っている。

地域支援・地域連携

宮里児童センター開催のイベントへ積極的に参画し、地域のこども達との交流

や他事業所と車椅子サッカー、地域店舗（ミスド等）との交流、市主催の避難

訓練やクリーン活動への参加等を行っている。事業所周辺のごみ拾い。

職員の質の向上

発達段階や発達障がいの理解、新たな資格（児発管、強度行動障害等）

取得、虐待防止や支援技術のスキルアップのための社内外の研修への参

加を積極的に促している。

支　援　内　容

本

人

支

援

○健康状態の維持や改善、基本的な生活スキルの習得、生活リズム形成などの支援

　健康状態のチェック（体温測定、表情、睡眠時間、怪我や病状等の有無）、あいさつ、手洗い、歯磨き・うがい、水分補給の促し、排泄（トイレの使い方、便のふきとりチェック）、

食事時の咀嚼や嚥下チェック、正しい姿勢や体幹、絵本の読み聞かせ、散歩、おやつ作り、ボール回し

○運動機能、バランス感覚、力の強弱などの感覚を身につける支援

　飛ぶ、走る、ぶら下がる、回る、持ち上げるなど体をつくる運動、マット運動、柔軟運動、風船バレー、転がしはさみドッジボール、バルーンナンバータッチ、キャッチボール、ラ

リー型スポーツ、ジェンガタワー、紙飛行機キャッチ、ツイスターゲーム、アイスキャッチ、スクスポ（親子スポーツ）

○視覚、聴覚から判断し行動する、空間・時間の概念の形成、数量や大小、色の違い習得、感情の表現方法などの支援

　Iシステムを使った発達状況にあわせたプリント学習（ビジョントレーニング、ワーキングメモリのトレーニング）、１日のスケジュール決め・づくり、バルーンナンバータッチ、絵

しりとり、指さし色読み、ツイスターゲーム、制作活動、アイスキャッチ、絵本を使ったゲーム、ジェンガタワー、風船バレー、転がしはさみドッジボール、虫取り、ピッピちゃんゲー

ム、販売活動（お金の計算、お金のやりとり）

○場に合ったコミュニケーションの習得、言葉やジェスチャー、カードを用いたコミュニケーション、特性に応じた読み書き能力の向上の支援。

　はじまり・おわりの会、ジェスチャーゲーム、かるた、絵しりとり、絵本を使ったゲーム、ピッピちゃんゲーム、線を引く、線でつなぐ

○他者との関わり方や距離感（パーソナルスペース）や、気持ち（感情）のコントロールと対処法、プライベートゾーンなど性教育、集団や社会ルールの理解などの支援

　安全に気をつける、身を守る、集団あそび、販売活動（接客マナー、金銭のやりとり）、性教育（絵本等）、バスの乗り降り、他事業所との交流、公共施設での活動

法人（事業所）理念 こども達の「自立」＝「自分らしく生きる」をサポートする

支援方針
それぞれの特性や発達に応じた「自立」に向けた選択肢を増やすために、できることを増やす、決めたことをやりきる力（思考や体力）をつける、NOやSOSが出せるコミュニケーション

力を培っていく。そのためにも制限を設け、信じ続け、諦めない姿勢で支援に望む。

営業時間 送迎実施の有無 あり　＊場所（距離）によっては、対応できないこともあります。

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービスscrumPLUS沖縄宮里校 支援プログラム（児童発達支援） 作成日


